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すべてのウイルスに有効な広域抗ウイルス薬シーズ

◼ ヒト社会において、人獣共通、節足動物媒介性、呼吸器伝播性など
の新たな新興再興ウイルスが持ち込まれ、大規模に流行するリスク
が常に存在します。

◼ 何が流行するか予測が難しい中で、新たなウイルス感染症流行に即
時に対応できる危機対応医薬品を開発し、あらかじめ準備を万全に
しておくことが求められます。

◼研究者情報

◼研究アイディア・技術シーズ

◼今後の計画等

◼ 研究の独自性・優位性：これまで調べたすべてのウイルスに対して
抗ウイルス効果をもつ低分子化合物。今後このヒト社会で何が流行
するか予測できない中で、あらゆる新興再興ウイルス流行に対応可
能なシーズとして開発中。

◼ モダリティ：低分子化合物

◼ 開発段階：主に細胞感染実験で多系統のウイルスに対して評価済。

◼ 対象病原体：コロナウイルス科、フラビウイルス科（デングウイル
ス、ジカウイルス）、ポックスウイルス科、ナイロウイルス科など。
今後流行し得るあらゆる新興再興ウイルスに対しての有効性を狙い
ます。

◼ 特徴：宿主因子を標的。

◼ 研究者名 渡士 幸一 部長

◼ 担当者 日紫喜 隆行 主任研究員

◼ 所属 国立感染症研究所 治療薬開発研究部

◼ 共同研究相手 アカデミア研究機関、(連携企業募集中)

◼ 活性および毒性の双方に優れるシーズへと改変

◼ さらなる開発加速のため、連携企業を募集中

◼ 知財取得済。連絡に応じて、詳細情報の共有可能

◼背景・解決したい課題

【治療薬】：重点感染症/コロナウイルス、デングウイルス、ジカウイルス、ポックスウイルス、出血熱ウイルス

◼研究概要図
◼ 細胞感染実験系での抗ウイルス活性 (IC50=50%阻害濃度)
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化合物の改変・最適化
・活性向上
・毒性低減
・体内動態改善
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